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水道料金体系のあり方 

－水道料金体系・制度に関する会議－ 

平成３０年８月２日 

堺市上下水道局  経営企画室 
堺市上下水道局 

マスコットキャラクター 
『すいちゃん』 

資料５ 
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第1回懇話会の質問事項 

他都市の基本料金と従量料金の割合 

100%受水をしている自治体の料金設定 

水道料金算定要領に基づいた 
   固定費の基本料金と従量料金の配分試算 

長期的な水道事業の経営見通し 

質問１ 

質問２ 

質問３ 

質問４ 

⇒基本料金に関する事項（回答は7～９頁） 

⇒今後の方向性に関する事項（回答は12頁） 
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第1回懇話会振り返り（料金収入減少の構造） 

料金収入 
減少 

基本料金と従量料金の配分 
逓増度の緩和 

※新水道ビジョン（厚労省） 
における主な課題として記述有 

↑（対策） 
 

最低単価水量の増加 
 

↓（要因） 
世帯人員の減少 
（世帯の小口化） 

局の施策 市の施策 

人口誘導・産業誘致等 
↑（対策） 

 
給水量の減少 

（堺市水道ビジョン反映済） 

 
↓（要因） 

給水人口の減少 

料金体系 
固有の課題 

社会トレンド 
（水の使い方の多様化） 

大口の地下水利用 ペットボトル 節水機器の普及 

安い基本料金で水道と 
併用・ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ利用 
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第1回懇話会振り返り（水道料金体系の課題の整理） 

基本料金割合が増えると、 
水需要の減少に左右されにくくなる 

逓増度が緩和されると、 
（最低単価の増、最高単価の減） 
世帯の小口化に影響されにくくなる 

課
題
①
：
固
定
費
の 
 

 
 

 

基
本
料
金
へ
の
配
分 

最低単価40円／m3 

＜受水費72円／m3 

＜給水原価153.8円／m3 

課題②：世帯の小口化 
総
括
原
価

650円
1,000円

3,100円

5,000円

10,000円

20,000円

31,000円

50,000円

110,000円

口径20mm以下 40円

口径25mm以上 125円

125円

185円

230円

275円

310円

325円

335円

50mm

75mm

100mm

150mm

200mm

501～1,000㎥

1,001㎥～

基
本
料
金

従
量
料
金

20mm以下

25mm

30mm

40mm

1～10㎥

11～20㎥

21～30㎥

31～50㎥

51～100㎥

101～500㎥

単価 口径 

使用区分 単価 

⇒従量料金収入の減少 

⇒使用水量の減少が「料金の値上げ」 
 に繋がりやすい 
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課題①：固定費の基本料金と従量料金への配分 

・平均的な水需要相当の施設規模に見合う固定費は、従量料金へ配分 
・残余の固定費（予備的施設能力相当）を、基本料金へ配分 

大部分が水道施設の規模で決まる 
固定費 

水道施設の維持に 
必要となる費用 

１日当たりの最大需要や時間変動を
加味して決定される 

水道施設の規模 

※出典：日本水道協会「水道料金算定要領」「水道料金改定業務の手引き」 
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課題①：固定費の配分基準（ⅰ）～（ⅳ） 

※（ⅰ）（ⅳ）は、個々の水道使用者が、水道水を時間的にも日量的にも全く平均的
に使用してくれるとするならば、固定費は、特に準備料金として回収する必要はなく、
そのすべてを水道料金として回収すべきであるとする考え方に基づいている。 
※（ⅱ）（ⅲ）は、平成20年３月の算定要領改訂の際、新たに浄水施設能力に着目
して、必要な予備的施設に係る固定費を準備料金に配分できる方法として追加された。
施設規模の適正化（ダウンサイジング）により準備料金の配分は減少する。 

（ⅰ）固定費総額×（１－負荷率）  ⇒基本料金へ配分 
（ⅱ）固定費総額×（１－施設利用率）⇒基本料金へ配分 
（ⅲ）固定費総額×（１－最大稼働率）⇒基本料金へ配分 
（ⅳ）配水部門費          ⇒基本料金へ配分 

※堺市は浄水場を持たないが「施設能力は浄水施設の一日当たりの配水能力。但し、
水道用水供給事業者から受水している水道事業者では、配水能力に受水量を含む（日
本水道協会・水道事業ガイドライン／H28.4.22／p.62）」に基づき試算している。 

※出典：日本水道協会「水道料金算定要領」「水道料金改定業務の手引き」 
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基本
79% 

従量 
21% 

基本 
32% 

従量 
68% 

基本
23% 

従量 
77% 

①固定費を全額基本料金に配分 ②水道料金算定要領による配分（ⅱ） 

※2200円程度 

※基本料金は現行の口径別料金の 
 段階設定を参考にした概算値 

課題①：基本料金・従量料金の配分割合 

（参考）現行の堺市水道料金収入 

650円 

※930円程度 

質問１回答 
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課題①：他都市の基本料金と従量料金の割合 

★印がある都市は基本水量を設けている 

大都市の水道料金 一般家庭用 
（メーター口径20mm・1か月20m3使用時） 

質問２回答 

※総括原価に基づいた比較が不可のため、参考値として1か月20m3使用時の料金比較とする 
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課題①：100%受水をしている自治体の料金設定 

大阪府下100％受水市町の水道料金 一般家庭用 
（メーター口径20mm・1か月20m3使用時） 

★印がある都市は基本水量を設けている 

質問３回答 



31.7% 

30.1% 

25.5% 

24.5% 

21.8% 

19.3% 

29.6% 

29.2% 

29.2% 

27.2% 

24.2% 

20.8% 

18.2% 

19.1% 

20.4% 

20.7% 

20.6% 

19.9% 

14.7% 

15.8% 

17.5% 

19.0% 

22.8% 

27.2% 

4.4% 

4.4% 

5.4% 

6.1% 

7.5% 

9.1% 

1.0% 

1.1% 

1.5% 

1.7% 

2.2% 

2.7% 

0.3% 

0.3% 

0.5% 

0.6% 

0.8% 

0.9% 

２７年 

２２年 

１７年 

１２年 

７年 

平成２年 

1人世帯  ２人世帯      ３人世帯       ４人世帯   ５人世帯 

６人世帯 

７人以上世帯 
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課題②資料：世帯の小口化（堺市） 

⇒1～2人世帯が40→61%（＋21㌽）上昇 
⇒3～5人世帯が56→37%（－19㌽）減少 



44.5% 

39.0% 

25.6% 

0.9% 

0.8% 

0.3% 

26.0% 

25.0% 

29.0% 

9.2% 

10.6% 

13.2% 

4.2% 

6.0% 

8.5% 

2.3% 

2.8% 

3.8% 

6.1% 

6.4% 

7.1% 

2.6% 

2.9% 

3.3% 

4.1% 

6.6% 

9.0% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成27年度 

平成17年度 

平成2年度 

40円 

125円 

125円 

185円 

230円 

275円 

310円 

325円 

335円 

※0~8㎥ ※9~20㎥ 
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課題②資料：単価別使用水量の推移（堺市） 

受水費（72円）、給水原価（153.8円）割れの水量⇒71.4% 

40円 125円 185円 230円 
275円 

310円 
325円 

335円 125円 

単価 

低単価の使用水量の増加 
（給水量が同じでも） 
従量料金収入が減少 

⇒人口減少期、世帯の小口化に即した料金体系へ 
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長期的な水道事業の経営見通し 

水道料金収入の減少（※人口推移予測に基づく） 

年度 H29 H35 H40 H45 H50 
水道料金収入 14,507 13,638 13,207 12,752 12,224 

施設更新費用の増加 

（単位：百万円） 

長期的な視点で経営を安定化させる料金体系へ 

⇒今から人口減少期に即したあるべき料金体系を検討し、長期において 
 水道料金の値上げを可能な限り抑制する仕組みに見直すことが重要 

⇒高度経済成長期に布設した管路が法定耐用年数を超える 

⇒さらに世帯の小口化、大口の地下水利用等による減少リスク有 

約20年後には、 
23億円／年の減収 

質問４回答 

今後の方向性 


